
本
多
健
一
著

『
中
近
世
京
都
の
祭
礼
と
空
間
構
造

　
　
御
霊
祭
・
今
宮
祭
・
六
斎
念
仏
一
』

渡
　
辺
　
康
　
代

と
す
る
都
市
祭
礼
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
際
に
、
中
世
日
本
随
一
の
都
で

あ
っ
た
京
都
に
お
け
る
祭
礼
の
研
究
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
の
層
の
厚
さ
に
ひ
る
ん
だ
た
め
、
評
者
は
こ
れ

ま
で
踏
み
込
ん
で
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
著
者
が
御
霊
祭
や
今
宮
祭
、

六
斎
念
仏
に
光
を
当
て
、
新
出
の
史
料
を
見
出
し
、
層
の
厚
い
先
行
研
究
に

自
ら
の
新
知
見
を
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
、
評
者
は
尊
敬
の
念
を
禁
じ
得
な
い
。

　
本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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本
書
は
、
中
近
世
の
京
都
に
お
け
る
祭
礼
文
化
の
多
彩
さ
と
全
体
像
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
そ
し
て
「
（
祭
礼
が
当
時
の
）
地
域
社
会
と
い
か
な
る

関
係
に
あ
っ
た
か
の
考
察
」
（
二
頁
）
を
す
る
た
め
に
、
従
来
は
祇
園
祭
に

偏
重
し
て
い
た
京
都
の
祭
礼
研
究
に
お
い
て
、
上
京
の
御
霊
祭
と
西
陣
の
今

宮
祭
、
六
斎
念
仏
の
実
態
解
明
を
進
め
ら
れ
た
労
作
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
本
多
健
一
氏
が
二
〇
＝
年
度
に
立
命
館
大
学
へ
提
出
さ
れ
た

博
士
論
文
に
加
筆
・
修
正
を
施
す
と
と
も
に
、
そ
の
他
発
表
し
た
諸
論
文
、

新
稿
も
加
え
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
あ
と
が
き
」
か
ら
、
著
者
の

本
多
健
～
氏
は
会
社
で
の
ご
勤
務
経
験
を
へ
て
、
京
都
の
祭
礼
を
も
と
に
し

た
歴
史
地
理
学
硬
究
に
約
一
〇
年
問
…
遇
進
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
著

者
は
、
立
脚
す
る
歴
史
地
理
学
は
も
と
よ
り
、
層
の
厚
い
中
世
・
近
世
の
京

都
の
祭
礼
に
関
す
る
日
本
史
・
芸
能
史
を
は
じ
め
と
す
る
先
行
研
究
お
よ
び

祭
礼
史
料
を
渉
猟
・
博
捜
さ
れ
な
が
ら
新
知
見
を
開
拓
さ
れ
て
い
っ
た
。
評

者
は
、
著
者
と
同
じ
く
歴
史
地
理
学
に
立
脚
し
、
中
近
世
と
い
う
長
い
ス
パ

ン
の
な
か
で
の
地
方
城
下
町
の
祭
礼
内
容
と
そ
の
捉
い
手
の
変
化
を
明
ら
か

に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各
城
下
町
の
構
成
員
の
変
化
や
そ
の
地
域
的
差
異
を

明
ら
か
に
す
る
研
究
を
進
め
て
い
る
。
中
近
世
に
お
け
る
城
下
町
を
は
じ
め

序
章

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

終
章

祭
礼
と
地
域
社
会
試
論

中
世
祭
礼
に
お
け
る
鉾
と
そ
の
変
容

中
世
の
御
霊
祭
一
応
仁
の
乱
後
の
復
興
ま
で

一
六
世
紀
の
御
霊
社
・
御
霊
祭
と
都
市
空
間

中
世
前
期
の
今
宮
祭
　
　
祭
礼
行
列
の
渡
物
と
疫
病
対
策

中
世
後
期
の
今
宮
祭
と
西
陣
氏
子
区
域

近
世
後
期
の
今
宮
祭
と
空
間
構
造

近
世
六
斎
念
仏
再
考

六
斎
念
仏
か
ら
み
た
近
世
の
都
市
と
周
辺
地
域

概
括
お
よ
び
課
題
・
展
望

　
副
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
中
世
の
御
霊
祭
を
論
じ
ら
れ
た
第
二
章
・
第
三

章
、
中
世
・
近
世
の
A
ユ
呂
祭
を
論
じ
ら
れ
た
第
四
章
・
第
五
章
・
第
六
章
、

近
世
の
六
斎
念
仏
を
論
じ
ら
れ
た
第
七
章
・
第
八
章
が
、
本
書
を
構
成
す
る

柱
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
祇
園
祭
や
御
霊
祭
や
今
宮
祭
な
ど
、
京
都
の
代

表
的
な
祭
礼
に
共
通
し
て
現
れ
る
「
鉾
」
の
形
成
と
そ
の
変
容
に
つ
い
て
の

論
考
を
、
第
一
章
と
し
て
加
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
序
章
・
終
章
が
付
さ
れ
て



評書

い
る
。
本
書
で
は
、
「
祭
礼
」
と
は
「
非
日
常
的
な
ハ
レ
の
日
に
執
り
行
わ

れ
る
、
定
期
的
・
民
俗
的
・
集
団
的
な
年
中
行
事
の
総
称
」
（
二
四
頁
）
、

「
神
社
の
神
祭
り
（
神
社
祭
礼
）
だ
け
で
な
く
、
仏
教
行
事
の
法
会
や
縁
日
、

あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
付
随
す
る
民
俗
芸
能
な
ど
も
含
め
た
広
い
概
念
」
（
二

四
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
京
都
市
中
の
御
霊
祭
と
今
宮
祭
と
い
う
神
社

祭
礼
は
も
と
よ
り
、
六
斎
念
仏
と
い
っ
た
郊
外
の
民
俗
芸
能
も
視
野
に
含
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
評
者
の
力
量
の
乏
し
さ
の
た
め
、
神

祉
祭
礼
に
偏
重
し
た
書
評
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き
、
以

下
、
各
章
の
内
容
紹
介
を
お
こ
な
っ
た
後
、
評
者
か
ら
み
た
課
題
を
整
理
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

　
序
章
に
お
恥
て
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
「
祭
礼
の
空
間
構
造
」
と

は
「
祭
礼
に
お
い
て
、
そ
れ
に
何
ら
か
の
参
画
を
す
る
人
．
々
や
そ
の
組
織
お

よ
び
そ
れ
ら
の
営
み
が
、
関
連
す
る
地
域
で
空
間
的
拡
が
り
を
も
っ
て
関
係

づ
け
ら
れ
て
い
る
あ
り
方
」
（
六
頁
）
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
「
関
連
す
る
地

域
」
と
は
、
轟
祭
礼
を
担
う
地
域
聴
『
祭
礼
が
執
り
行
わ
れ
る
地
域
』
『
見
物

客
が
居
住
す
る
地
域
』
と
い
っ
た
意
味
を
全
て
含
む
広
い
概
念
」
（
六
頁
）

で
あ
り
、
「
『
祭
礼
を
担
う
地
域
囲
に
焦
点
を
当
て
、
そ
こ
か
ら
そ
の
他
の

『
関
連
す
る
地
域
』
と
の
関
係
な
ど
を
探
っ
て
い
く
手
段
を
踏
む
」
（
六
頁
）

こ
と
、
ま
た
、
「
何
ら
か
の
参
画
を
す
る
人
々
」
に
は
「
見
物
客
な
ど
も
含

ま
れ
る
」
（
六
頁
）
と
す
る
。

　
著
者
は
、
祭
礼
を
研
究
す
る
際
に
は
三
つ
の
方
向
性
が
存
在
す
る
と
指
摘

す
る
。
「
①
祭
礼
の
あ
り
方
か
ら
、
祭
礼
を
担
う
地
域
・
小
地
域
内
部
の
社

会
構
造
な
ど
と
の
関
係
を
考
察
す
る
方
向
。
地
域
・
小
地
域
内
部
の
社
会
構

造
と
は
、
例
え
ば
入
口
構
成
、
社
会
階
層
、
生
業
・
経
済
力
な
ど
を
意
味
す

る
」
「
②
祭
礼
時
に
お
い
て
、
祭
礼
を
担
う
地
域
内
が
空
間
的
に
分
節
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
小
地
域
間
で
い
か
な
る
関
係
が
生
じ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
方

向
。
例
え
ば
小
地
域
間
で
序
列
、
協
力
、
対
抗
と
い
っ
た
関
係
が
現
れ
る
現

象
や
、
そ
れ
ら
の
地
理
的
関
係
な
ど
を
考
察
す
る
」
「
③
祭
礼
時
に
お
い
て
、

祭
礼
を
担
う
地
域
と
そ
れ
以
外
の
周
辺
地
域
と
の
関
係
を
考
察
す
る
方
向
。

例
え
ば
経
済
取
引
な
ど
を
背
景
と
す
る
協
力
、
見
物
客
来
訪
の
影
響
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

考
察
す
る
」
（
一
八
頁
）
立
場
で
あ
る
。
祭
礼
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
、
ま

た
、
か
つ
て
お
こ
な
わ
れ
た
地
域
に
お
け
る
重
層
的
な
「
空
間
構
造
」
を
捉

え
る
た
め
の
、
著
者
の
視
座
の
表
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
祭
礼
組
織
の
み
な

ら
ず
見
物
人
と
い
っ
た
、
祭
礼
へ
何
ら
か
の
関
与
を
す
る
全
て
の
人
々
を
指

標
と
し
て
、
祭
礼
の
場
に
立
ち
現
れ
る
地
区
や
地
域
聞
の
結
び
つ
き
方
を

「
空
間
構
造
」
と
し
、
そ
の
解
明
を
目
指
さ
れ
た
も
の
と
、
評
者
は
理
解
し

た
。　

第
一
章
で
は
、
中
世
京
都
の
諸
祭
礼
に
共
通
し
て
現
れ
る
「
聡
し
と
い
う

祭
具
に
着
目
し
て
い
る
。
審
美
的
な
注
目
を
集
め
た
特
殊
な
鉾
は
、
祇
園
・

稲
荷
・
北
野
・
御
霊
祭
に
お
い
て
一
四
世
紀
か
ら
出
現
し
、
一
五
世
紀
半
ば

の
最
盛
期
に
は
祭
礼
行
列
の
中
心
と
な
っ
た
と
述
べ
る
。
こ
の
鉾
を
調
進
し

た
の
は
　
般
の
都
市
住
民
で
あ
り
、
こ
れ
が
紙
園
会
で
は
「
山
鉾
」
、
御
霊

祭
で
は
剣
鉾
に
変
化
し
た
と
す
る
。
例
え
ば
、
著
者
は
、
稲
荷
祭
に
お
け
る

鉾
ζ
つ
い
て
、
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
の
『
看
聞
御
記
魅
に
「
今
日
稲
荷

祭
也
、
梓
不
渡
、
町
人
共
二
神
崇
厳
密
之
間
俄
経
営
結
構
云
々
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
当
時
の
隅
町
人
共
幽
が
中
心
に
な
っ
て
、
祭
に
鉾
な
ど
を
調
進

し
て
い
た
と
解
釈
」
（
三
八
頁
）
す
る
。
さ
ら
に
、
御
霊
祭
の
鉾
は
明
応
七

年
（
一
四
九
八
）
に
復
興
し
、
永
正
八
年
（
｝
五
一
一
）
の
『
実
隆
公
記
臨

に
お
け
る
「
上
京
町
罠
」
な
ど
の
表
記
か
ら
、
一
六
世
紀
の
御
霊
祭
で
の

「
鉾
を
調
進
し
た
主
体
は
、
い
ず
れ
も
一
般
の
都
市
住
民
と
考
え
」
（
四
三
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頁
、
四
七
頁
）
て
い
る
。

　
第
二
章
で
は
、
上
京
を
代
表
す
る
祭
礼
で
あ
る
御
霊
祭
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

平
安
期
か
ら
一
五
世
紀
ま
で
の
祭
礼
の
成
立
と
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

祭
礼
の
担
い
手
は
一
般
住
昆
で
あ
っ
た
と
す
る
一
方
、
一
四
世
紀
末
か
ら
足

利
将
軍
に
よ
る
御
霊
祭
見
物
が
し
ば
し
ば
お
こ
な
わ
れ
、
審
美
的
な
夢
占
を

集
め
た
鉾
が
出
さ
れ
た
こ
と
、
御
霊
社
が
御
所
の
氏
神
と
も
な
っ
た
こ
と
を

述
べ
る
。

　
第
三
章
で
は
、
下
御
霊
社
と
上
下
御
旅
所
の
位
置
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
、

一
六
世
紀
を
中
心
に
、
社
お
よ
び
御
旅
所
の
場
所
と
当
該
期
の
都
市
空
間
と

の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
応
仁
の
乱
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た
御
霊
祭
は

明
応
七
年
（
～
四
九
八
）
に
復
興
し
て
い
る
が
、
上
下
御
姫
並
祭
に
お
け
る
復

興
の
程
度
が
比
較
検
討
さ
れ
て
い
る
。
上
御
霊
祭
が
戦
国
期
、
特
に
一
六
世

紀
前
半
の
京
都
上
京
を
代
表
す
る
祭
礼
と
な
っ
た
一
方
、
「
中
京
」
地
域
を

氏
子
区
域
と
し
て
い
た
下
御
霊
社
は
衰
退
し
た
と
述
べ
る
。
そ
の
理
由
の
一

つ
と
し
て
、
豊
臣
秀
吉
の
京
都
改
造
に
よ
る
市
街
地
開
発
が
「
申
京
」
に
お

い
て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
考
察
さ
れ
、
一
六
世
紀
の
御
霊
祭
は
、
当
該
期

の
都
市
空
間
の
変
化
を
如
実
に
反
映
し
た
も
の
と
意
義
づ
け
て
い
る
。

　
西
陣
の
祭
礼
で
あ
る
今
宮
祭
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
第
四
章
か
ら
第
六
章
は
、

本
書
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
重
厚
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
四
章
で
は
、
著
者
が
お
こ
な
わ
れ
た
『
今
宮
神
社
文
書
瞳
な
ど
の
調
査

に
よ
っ
て
、
鎌
倉
期
ま
で
は
「
疫
病
が
流
行
す
る
年
に
限
っ
て
そ
の
つ
ど
祭

礼
が
行
わ
れ
る
」
（
一
一
四
頁
）
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
、
中
世
前
期

に
お
け
る
今
宮
祭
の
「
合
祭
的
・
臨
時
祭
的
・
疫
病
対
策
的
な
性
格
」
（
一

一
四
頁
）
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
｝
方
、
一
四
世
紀
半
ば
の
貞
治
四
年
（
一

三
六
五
）
、
将
軍
足
利
義
詮
の
母
の
死
去
に
伴
う
「
三
〇
盲
窓
の
天
下
蝕
繊

が
宣
せ
ら
れ
た
が
、
（
五
月
）
九
日
の
今
宮
祭
は
延
引
さ
れ
る
こ
と
な
く
執

行
さ
れ
た
」
（
一
一
五
頁
）
。
著
者
は
、
当
時
の
今
宮
祭
は
、
従
来
の
官
祭
的

性
格
が
著
し
く
薄
れ
、
も
は
や
公
的
関
与
の
及
ば
ぬ
祭
礼
に
な
っ
て
い
た
、

と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
貞
治
六
年
（
＝
　
エ
ハ
七
）
に
は
今
宮
祭
に
お
け
る
五

月
七
日
の
神
輿
迎
が
初
見
さ
れ
る
（
一
｝
五
頁
）
。
「
市
街
地
で
の
御
旅
所
祭

祀
を
執
り
行
う
主
た
る
担
い
手
は
、
先
行
す
る
南
部
祭
礼
の
事
例
か
ら
類
推

す
れ
ば
、
平
安
京
北
部
・
北
郊
（
後
の
上
京
な
い
し
西
陣
）
に
居
透
す
る
一

般
の
都
市
住
民
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
今
宮
祭
は
こ
の
時
期
を
境
に
彼
ら

が
支
え
る
祭
礼
へ
と
変
容
し
、
現
在
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
（
一
一
五
－

一
一
六
頁
）
と
す
る
。

　
第
五
章
で
は
、
　
六
世
紀
の
今
宮
祭
に
お
け
る
氏
子
区
域
や
神
輿
巡
幸
路

を
復
原
し
、
氏
子
区
域
の
内
部
に
序
列
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
祭
礼

の
空
闘
構
造
は
、
過
去
に
お
い
て
現
実
に
存
在
し
た
地
域
の
社
会
構
造
や
出

来
事
な
ど
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
形
成
さ
れ
た
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
今
宮

祭
の
剣
鉾
に
は
、
古
鉾
と
し
て
の
千
本
鉾
と
新
鉾
と
し
て
の
京
鉾
と
が
あ
り
、

前
者
は
後
者
に
対
し
て
格
式
と
い
う
点
で
優
位
を
占
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

戦
国
期
の
西
陣
の
な
か
で
も
大
舎
人
座
や
酒
屋
が
存
在
し
、
機
業
を
は
じ
め

と
す
る
先
進
商
工
業
街
区
で
あ
っ
た
大
宮
・
小
川
地
区
が
轟
轟
で
、
大
宮
・

小
川
地
区
に
比
肩
し
た
と
は
書
い
難
い
千
本
地
区
が
千
本
鉾
を
供
奉
す
る
と

い
う
「
ね
じ
れ
」
現
象
が
み
ら
れ
る
。
中
近
世
を
通
し
て
、
大
宮
・
小
川
地

区
と
千
本
地
区
と
の
経
済
力
の
格
差
は
歴
然
で
あ
っ
た
。
著
者
は
こ
の
「
ね

じ
れ
」
が
生
じ
た
理
由
の
究
明
に
進
み
、
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
の
織
田

信
長
に
よ
る
上
京
焼
討
の
た
め
、
風
下
に
位
置
し
た
大
宮
・
小
川
地
区
は
千

本
地
区
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
被
害
を
受
け
、
焼
討
か
ら
の
復
興
に
手
間

取
っ
て
い
る
間
に
千
本
鉾
の
台
頭
を
許
し
た
の
で
は
な
い
か
（
＝
ハ
ニ
頁
）
、
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と
す
る
。

　
第
六
章
で
は
、
神
聖
な
祭
具
を
守
護
す
る
鉾
町
を
中
心
に
し
て
、
祭
礼
の

維
持
・
運
営
を
中
心
的
に
担
う
西
陣
古
町
地
域
、
さ
ら
に
そ
の
他
地
域
と
い

う
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
今
宮
祭
の
空
間
構
造
は
、
単
純
な
同
心
円
的
な

分
布
を
描
か
ず
、
実
態
は
複
雑
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は

「
特
に
戦
国
期
か
ら
安
土
桃
山
期
に
か
け
て
の
今
宮
祭
お
よ
び
氏
子
区
域
の

歴
史
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
」
（
一
九
六
頁
）
と
す
る
。
氏
子
区
域
に

顕
れ
る
「
今
宮
祭
の
空
間
構
造
と
、
当
時
の
京
都
（
主
に
西
陣
）
に
お
け
る

日
常
的
な
社
会
構
造
な
ど
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
」
（
二

〇
＝
貝
）
と
す
る
。

　
第
七
章
で
は
、
近
世
の
京
都
市
中
で
行
わ
れ
た
六
斎
念
仏
に
つ
い
て
検
討

し
、
公
儀
か
ら
の
執
行
規
制
を
手
が
か
り
に
、
一
八
世
紀
宋
よ
り
芸
能
化
し

て
い
っ
た
六
斎
念
仏
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
八
章
で
は
、
京
都
近
郊
の
村
落
に
講
中
が
組
織
さ
れ
た
近
世
の
民
俗
芸

能
、
六
斎
念
仏
を
対
象
と
し
て
、
祭
礼
を
担
う
地
域
（
近
郊
の
村
落
）
と
そ

れ
が
執
り
行
わ
れ
る
地
域
（
京
都
市
中
）
と
の
文
化
的
結
合
関
係
に
つ
い
て

論
じ
、
江
戸
中
後
期
以
降
に
、
六
斎
念
仏
の
講
中
が
京
都
市
中
と
の
関
係
を

強
め
る
現
象
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
同
時
期
に
は
、
近
郊
農
民
が
市
中
の

神
社
祭
礼
に
駕
下
総
な
ど
と
し
て
参
加
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
こ
れ
も
近
郊

農
民
と
京
都
市
中
と
の
関
係
性
の
深
化
の
指
標
と
な
る
と
指
摘
す
る
。

　
終
章
で
は
「
今
後
は
祇
園
会
（
祇
園
祭
）
を
中
心
と
す
る
先
行
研
究
の
成

果
も
踏
ま
え
つ
つ
、
時
代
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
礼
に
共
通
す
る
点
、
相

違
す
る
点
に
着
賦
し
な
が
ら
比
較
考
察
し
て
い
く
こ
と
で
、
京
都
に
お
け
る

都
市
祭
礼
文
化
（
史
）
の
全
体
像
が
新
た
に
浮
か
び
上
」
（
二
七
六
頁
）
が

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
の
展
望
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
以
下
、
本
書
に
お
い
て
さ
ら
に
議
論
を
深
め
る
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

三
つ
の
課
題
点
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

　
一
つ
目
の
検
討
点
は
、
事
例
以
外
の
祭
礼
を
視
野
に
入
れ
た
鉾
の
位
置
づ

け
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
「
中
世
京
都
の
主
要
な
祭
礼
の
行
列
に
共
通
し

て
現
れ
る
鉾
」
（
三
二
頁
）
に
着
目
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
「
剣
鉾
」
は
、

例
え
ば
中
近
世
の
奈
良
の
春
B
若
宮
祭
礼
を
特
徴
づ
け
る
祭
具
と
は
呼
べ
な

や
一
友
エ
ハ
世
紀
よ
縦
京
都
の
告
田
神
道
を
先
駆
的
に
採
り
入
れ
て

い
た
伊
賀
国
の
＝
昌
祭
礼
で
は
、
「
御
蓋
ヲ
送
」
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て

　
②

い
た
。
大
和
・
近
江
・
伊
賀
な
ど
京
都
近
国
の
祭
礼
に
目
を
配
る
こ
と
で
、

「
剣
鉾
」
が
中
近
世
の
京
都
を
特
徴
づ
け
る
祭
具
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
り
鮮

明
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
京
都
の
賀
茂
祭
（
葵
祭
）
で
は
平
安
期
以
来
、
警
固
役
で
あ
る
検
非
違
使

の
放
免
（
鉾
持
）
が
肩
に
担
い
で
参
列
し
た
鉾
（
犀
鉾
）
が
出
て
い
た
。

　
三
枝
暁
子
氏
に
よ
る
北
野
祭
に
つ
い
て
の
論
考
に
は
、
「
平
安
期
に
『
公

的
魎
・
『
国
家
的
臨
祭
祀
と
し
て
始
め
ら
れ
た
北
野
祭
は
、
南
北
朝
末
期
に
足

利
将
軍
・
公
方
が
『
御
見
物
置
を
し
て
指
揮
を
と
る
祭
礼
へ
と
変
化
し
、
そ

の
経
済
基
盤
も
大
蔵
省
・
率
分
所
と
い
っ
た
朝
廷
財
政
か
ら
幕
府
の
寄
進
し

た
料
所
へ
と
変
化
し
た
。
ま
た
大
宿
禰
神
人
・
西
京
神
人
が
そ
れ
ぞ
れ
用
意

す
る
鉾
も
登
場
し
は
じ
め
、
こ
れ
ら
神
人
は
ま
た
馬
上
役
を
も
負
担
す
る
と

　
　
　
　
　
③

こ
ろ
と
な
っ
た
」
と
あ
る
。

　
著
者
は
「
賀
茂
祭
の
咽
犀
鉾
』
と
、
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
、
後
白
河

院
よ
り
下
賜
さ
れ
た
『
鉾
』
や
祇
園
会
の
神
社
側
が
調
進
す
る
『
馬
上
十
二

鉾
臨
を
除
く
と
、
鉾
は
い
ず
れ
も
一
四
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
に
か
け
て
現
れ
、

…
五
世
紀
な
か
ば
に
最
も
盛
ん
に
出
さ
れ
」
、
「
こ
れ
ら
を
調
進
し
た
主
体

は
」
「
い
ず
れ
も
一
般
の
都
議
住
民
と
考
え
」
（
四
三
頁
）
て
い
る
が
、
除
外
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し
た
こ
れ
ら
や
三
枝
氏
の
論
考
な
ど
に
注
目
し
て
、
「
神
人
」
が
い
つ
ご
ろ

ま
で
鉾
の
担
い
手
と
し
て
役
割
を
持
ち
、
＝
般
の
都
市
住
民
」
が
そ
れ
に

取
っ
て
代
わ
る
の
が
い
つ
ご
ろ
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
不

可
欠
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
つ
目
の
課
題
と
し
て
は
、
祭
礼
の
担
い
手
を
ひ
と
く
く

り
に
「
都
帯
住
民
」
と
せ
ず
、
丁
寧
に
み
る
必
要
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

た
。　

例
え
ば
第
四
章
に
お
い
て
、
著
者
は
、
今
宮
祭
の
担
い
手
が
「
一
般
の
都

市
住
民
」
で
あ
っ
た
と
す
る
一
方
で
、
今
宮
祭
が
、
応
仁
の
乱
後
「
遅
く
と

も
長
享
三
年
（
延
徳
元
、
一
四
入
九
）
」
と
い
う
、
紙
園
会
や
御
霊
祭
よ
り

も
早
期
に
「
復
興
」
を
遂
げ
た
の
は
、
「
今
宮
社
が
将
軍
義
尚
の
氏
神
」
で

あ
り
、
「
乱
直
後
か
ら
、
室
町
幕
府
が
今
宮
社
へ
の
後
援
姿
勢
を
示
し
て
い

た
」
（
一
四
八
頁
）
た
め
で
あ
る
と
も
指
摘
す
る
。

　
本
書
に
お
い
て
は
、
「
氏
子
区
域
」
と
は
、
「
あ
る
神
社
を
氏
神
（
産
土

神
）
と
仰
い
で
信
仰
す
る
人
々
（
氏
子
）
が
集
住
す
る
地
域
」
（
一
四
六
頁
）

と
さ
れ
、
＝
般
住
民
が
支
え
る
都
市
的
な
祭
礼
と
し
て
の
今
宮
祭
を
考
え

る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
彼
ら
が
集
住
す
る
地
域
、
す
な
わ
ち
今
宮
社
の
氏

子
区
域
が
い
か
に
形
成
さ
れ
、
変
遷
し
て
き
た
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
（
一
四
六
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
門
氏
子
」
と
は
一
般
住
民
に
限
ら

な
い
は
ず
で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
足
利
将

軍
義
尚
も
氏
人
で
あ
っ
た
し
、
神
人
も
ま
た
し
か
り
で
あ
る
。
本
書
に
お
い

て
は
「
氏
子
」
や
祭
礼
の
担
い
手
で
あ
る
「
一
般
の
都
市
住
民
」
が
、
具
体

的
に
い
か
な
る
人
々
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
か
、
定
義
づ
け
る
必
要
が
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
今
宮
祭
の
「
氏
子
区
域
」
の
解
明
を
も
っ
て
祭
礼
の
「
空
間

構
造
」
を
示
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
区
域
に
住
む
「
氏
子
」
の
実
態
と
そ
の

変
化
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
今
後
そ
れ
が
示
さ
れ
る
こ
と
を

評
者
は
期
待
し
た
い
。

　
同
じ
く
第
四
章
に
お
い
て
、
著
者
は
、
貞
治
六
年
（
＝
一
直
ハ
七
）
に
今
宮

祭
の
五
月
七
日
の
神
輿
迎
が
初
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
「
市
街
地
で
の
御
旅

所
祭
祀
を
執
り
行
う
主
た
る
担
い
手
は
、
先
行
す
る
南
部
祭
礼
の
事
例
か
ら

類
推
す
れ
ば
、
平
安
京
北
部
・
北
郊
（
後
の
上
京
な
い
し
西
陣
）
に
居
住
す

る
一
般
の
都
市
住
民
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
今
宮
祭
は
こ
の
時
期
を
境
に

一
般
の
都
市
住
民
が
支
え
る
祭
礼
へ
と
変
容
し
、
現
在
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ

う
」
（
一
一
五
－
一
一
六
頁
）
と
さ
れ
、
終
章
に
お
い
て
「
上
下
御
霊
社
や

今
宮
社
の
そ
れ
（
氏
子
区
域
お
よ
び
住
民
の
氏
子
意
識
）
が
確
実
に
認
め
ら

れ
る
の
は
　
四
世
紀
末
～
一
五
世
紀
初
頭
」
（
二
七
二
頁
）
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
著
者
は
、
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
五
月
の
『
親
長
卿

記
』
に
よ
り
、
駕
輿
丁
が
神
輿
を
う
ち
捨
て
て
退
散
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、

「
町
人
」
ら
が
そ
の
分
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
神
輿
を
幸
い
て
御
旅
所
に
入

れ
た
（
一
五
三
頁
）
、
と
の
重
要
な
指
摘
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

一
五
世
紀
末
期
に
お
け
る
今
宮
祭
の
担
い
手
に
は
、
少
な
く
と
も
駕
輿
丁
の

神
人
と
「
町
人
」
の
二
者
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
り
、
今
宮
祭
の
担
い
手
の
変

化
は
、
「
朝
廷
や
院
の
『
諸
司
諸
徳
』
か
ら
　
般
の
都
市
住
民
へ
」
（
…
一
六

頁
）
と
い
っ
た
単
線
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
判
る
。
「
風
流
踊
に

関
す
る
史
料
は
、
町
な
い
し
町
組
の
形
成
を
考
え
る
上
で
も
、
有
効
な
素
材

と
な
り
う
る
」
（
＝
二
頁
）
と
い
う
守
屋
毅
氏
や
河
内
将
芳
氏
の
指
摘
に
学

び
、
神
輿
迎
は
も
と
よ
り
、
風
流
踊
な
ど
を
事
例
に
、
上
京
や
西
陣
に
お
け

る
都
市
的
祭
礼
の
実
施
と
そ
の
開
始
時
期
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
、
意

義
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
三
つ
自
の
課
題
と
し
て
は
、
祭
礼
の
担
い
手
を
ど
う
理
解
す
る
か
が
、
空
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間
構
造
の
解
釈
に
強
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
第
五
章
に
お
け
る
千
本
地
区
に
よ
る
千
本
鉾
の
供
奉
と
、
大
宮
・
小
川
地

区
に
よ
る
京
鉾
の
供
奉
と
い
う
「
ね
じ
れ
」
現
象
に
つ
い
て
、
評
者
は
、
千

本
鉾
は
経
済
力
を
表
現
す
る
も
の
で
は
な
く
、
「
町
」
の
成
立
の
相
対
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

古
さ
を
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
た
。
豊
田
武
氏
は
、
繁
栄

を
遂
げ
た
大
舎
入
座
が
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
頃
よ
り
史
料
に
現
れ
な
く

な
り
、
そ
の
背
景
と
し
て
秀
吉
の
楽
座
政
策
に
よ
る
座
の
解
体
を
想
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
後
、
大
舎
人
座
三
一
人
は
、
そ
の
下
垂
を
核
と
し
て
、
延
宝

九
年
（
一
六
八
一
）
に
「
西
陣
織
屋
申
」
の
集
団
を
組
織
し
、
そ
の
後
の
西

陣
の
繁
栄
の
基
礎
を
築
い
て
い
っ
た
、
と
述
べ
る
。
豊
田
氏
の
先
行
研
究
を

踏
ま
え
る
と
、
座
が
解
体
さ
れ
、
「
町
」
と
い
う
枠
組
み
に
統
［
さ
れ
た
こ

と
を
、
千
本
鉾
と
内
意
の
序
列
が
示
し
て
い
る
可
能
性
が
み
え
て
こ
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
組
み
替
え
の
な
い
従
前
よ
り
の
「
町
」
と
、
解
体
さ
れ
た

「
座
」
の
存
在
し
た
地
区
を
、
千
本
鉾
と
京
鉾
と
で
表
現
し
て
い
る
可
能
性

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
「
町
」
と
い
う
枠
組
み
の
形
成
期
や
完
成
期
と
、
そ

の
な
か
に
暮
ら
す
町
人
の
属
性
や
、
彼
ら
の
異
動
お
よ
び
移
動
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
京
都
市
中
に
お
け
る
祭
礼
の
担
い
手
の
変
化

を
丁
寧
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
著
者
の
歴
史
地
理
学
研
究
は
さ
ら
に
意

義
を
増
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
終
章
の
ま
と
め
に
よ
り
、
本
書
に
お
い
て
と
く
に
重
厚
に
論
じ
ら
れ
た
今

宮
祭
と
そ
の
担
い
手
の
変
化
に
注
目
す
る
と
、
役
人
・
神
人
ら
は
も
と
よ
り

「一

ﾊ
の
都
市
住
民
」
が
祭
礼
内
容
の
担
い
手
に
加
わ
っ
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
一
四
世
紀
末
～
一
五
世
紀
初
頭
、
そ
し
て
、
京
都
市
街
地
の
再
開
発

が
す
す
み
、
そ
れ
以
前
の
鉾
町
の
序
列
に
変
化
が
み
ら
れ
た
一
六
世
紀
末
期
、

そ
の
二
つ
が
、
京
都
西
陣
に
お
け
る
祭
礼
変
化
の
画
期
で
あ
っ
た
と
整
理
で

き
よ
・
つ
。

　
ま
た
、
近
郊
村
落
と
京
都
市
中
と
の
関
係
性
を
考
察
し
、
祭
礼
の
空
間
構

造
を
マ
ク
ロ
に
捉
え
た
第
七
章
と
第
八
章
に
お
い
て
、
京
都
市
中
の
神
社
祭

礼
を
論
じ
ら
れ
て
き
た
そ
れ
ま
で
の
流
れ
か
ら
す
る
と
、
祭
礼
を
通
し
て
み

た
京
都
市
中
と
近
郊
村
落
と
の
関
係
性
を
、
今
宮
祭
や
御
霊
祭
な
ど
京
都
市

中
の
神
社
祭
礼
を
事
例
に
中
近
世
を
一
貫
し
て
実
証
し
て
い
た
だ
く
と
、
中

近
世
京
都
に
お
け
る
祭
礼
の
空
間
構
造
の
推
移
が
理
解
し
や
す
く
な
ろ
う
。

御
霊
祭
・
今
宮
祭
・
六
斎
念
仏
を
選
択
さ
れ
た
理
由
と
、
そ
の
連
関
性
を
示

し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
。

　
評
者
は
、
本
書
に
よ
っ
て
、
中
近
世
に
お
け
る
都
市
祭
礼
の
内
容
と
そ
の

担
い
手
の
変
化
は
、
人
々
の
集
住
し
た
「
町
」
の
形
成
期
と
そ
の
変
化
期
を

示
す
指
標
に
な
り
得
る
と
い
う
手
応
え
を
強
く
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
本
書

に
よ
っ
て
多
く
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。
著
者
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
評
者
も
、
祭
礼
内
容
と
そ
の
担
い
手
の

変
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
申
近
世
の
「
町
」
の
形
成
期
や
変
化
期
を

明
ら
か
に
す
る
歴
史
地
理
学
研
究
を
、
今
後
も
精
一
杯
進
め
て
い
き
た
い
。

①
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
刊
の
糊
奈
良
名
所
八
重
櫻
』
に
み
る
春
日
若
宮
祭
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
つ

　
の
渡
物
に
は
、
＝
白
枝
御
幣
、
二
十
烈
（
馬
乗
乃
伶
人
十
人
渡
り
ぬ
）
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
こ

　
日
乃
使
、
四
舞
人
、
五
巫
女
、
六
細
男
、
七
申
楽
、
八
馬
頭
の
児
、
九
競

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
さ
せ
む
ま

　
馬
、
十
流
鏑
馬
、
十
一
　
将
馬
、
～
馬
四
拾
疋
、
十
二
振
鉾
（
是
ハ
春
日
乃

　
た
か
ら
物
、
野
太
刀
、
長
上
等
な
り
）
」
と
あ
り
、
「
振
鉾
」
と
称
さ
れ
る
太
刀
や

　
長
刀
は
供
奉
さ
れ
る
も
の
の
、
剣
鉾
を
見
出
せ
な
い
。

②
コ
窟
頭
役
次
第
」
、
天
文
｝
四
年
（
一
五
四
五
）
。
伊
賀
市
編
『
伊
賀
市
史

　
第
四
巻
　
古
代
中
世
臨
伊
賀
市
、
二
〇
〇
八
年
復
刻
、
七
三
三
－
七
三
五
頁
。

247　（247）



③
三
枝
暁
子
朔
比
叡
山
と
審
町
幕
府
…
1
寺
社
と
武
家
の
京
都
支
配
1
㎞
東
京

　
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
、
～
三
五
頁
。

④
豊
田
武
糊
座
の
研
究
豊
田
武
著
作
集
第
　
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
、

　
四
二
　
ニ
ー
四
二
四
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
A
5
判
　
二
八
～
頁
　
二
〇
…
三
年
一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
弘
文
館
　
税
別
一
〇
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
帝
塚
山
大
学
文
学
部
講
師
）
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